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尋
春
不
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春
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詩
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す
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春
詩
╱
悟
道
詩
」

土

佐

朋

子

禅
の
悟
道
の
精
神
を
表
し
た
「
名
詩
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
七
言
絶

句
が
あ
る
。
第
一
句
の
「
尋
春
不
見
春
」
と
第
四
句
の
「
已
十
分
」
の
二
か

所
を
除
い
て
、
詩
句
が
少
し
ず
つ
異
な
る
複
数
の
本
文
が
数
多
く
存
在
す
る

だ
け
で
な
く
、
異
な
る
複
数
の
作
者
が
存
在
し
、
異
な
る
複
数
の
詩
題
が
付

さ
れ
て
い
る
。
作
者
も
詩
題
も
本
文
も
、
一
体
ど
れ
が
本
当
な
の
か
全
く
わ

か
ら
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
「
名
詩
」
と
し
て
も
て
は

や
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
日
中
の
文
献
に
記
録
さ
れ
た
「
尋
春
不
見

春
」
七
言
絶
句
を
と
り
あ
げ
、
揺
れ
動
く
「
作
者
」「
詩
題
」「
本
文
」
の
状

況
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
揺
れ
は
、
こ
の
七
言
絶
句
が
文
字
で
は
な
く
音

声
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
口
承
の
世
界
で
流
伝
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
北

以
降
、
梅
花
に
よ
っ
て
春
の
到
来
を
知
っ
た
こ
と
を
詠

ず
る
七
言
絶
句
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、「
拈
華
微
笑
」
の

成
立
と
浸
透
、
さ
ら
に
そ
の
公
案
を
春
に
先
駆
け
て
咲
く
「
梅
花
」
に
重
ね

合
わ
せ
て
賛
美
す
る
発
想
の
登
場
と
を
背
景
と
し
て
、
禅
の
悟
道
の
精
神
を

表
す
も
の
と
解
さ
れ
て
、
広
く
巷
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お

い
て
、
異
な
る
本
文
と
「
作
者
」
と
「
詩
題
」
を
生
み
出
し
、
増
殖
し
な
が

ら
拡
散
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

悟
道
詩
、
探
春
詩
、
戴
益
、
梅
花
尼
、
拈
華
微
笑

〔
抄

録
〕
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一
、「
名
詩
」
の

探
春

戴
益

Ａ

終
日
尋
春
不
見
春

杖

踏
破
幾
重
雲

帰
来
試
把
梅
梢
看

春
在
枝

頭
已
十
分

（
終
日
春
を
尋
ぬ
れ
ど
春
を
見
ず

杖

踏
破
す
幾
重
の
雲

帰
り
来
っ
て
試
み
に
梅
梢
を
把
っ
て
看
れ
ば

春
は
枝
頭
に
在
っ

て
已
に
十
分
）

右
の
七
言
絶
句
は
、
石
川
忠
久
『
漢
詩
の
楽
し
み
』（
時
事
通
信
社
、
昭
和
五

七
年
、
以
下
「
石
川
『
楽
』」）
に

代
を
代
表
す
る
一
首
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
作
品
で
あ
る
。
石
川
氏
は
、「
杖

」
の
語
か
ら
こ
の
詩
の
主
体
を
「
清
貧
の

士
」
と
想
像
し
、「
踏
破
幾
重
雲
」
の
句
に
「
人
知
れ
ず
奥
深
く
分
け
入
る
」
と

い
う
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
、「
清
貧
の
高
士
ゆ
え
に
、
ふ
と
見
つ
け
た
春
の
趣
」

を
表
し
た
一
首
だ
と
解
説
し
て
い
る
。

「
戴
益
」
の
「
探
春
詩
」
は
、
日
本
に
お
い
て
「
名
詩
」
と
し
て
広
く
一
般
に

浸
透
し
、
親
し
ま
れ
た
漢
詩
で
あ
る
。
春
に
魁
け
て
咲
く
梅
を
賞
美
す
る
詩
、
ひ

い
て
は
真
理
（
悟
り
）
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
存
す
と
い
う
禅
の
教
え
を
表
す
詩
と

し
て
、
石
川
『
楽
』
以
外
に
も
、
漢
詩
の
紹
介
・
解
説
を
目
的
と
し
た
複
数
の
書

物
や
詩
吟
テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
収
録
さ
れ
た
本
文
を
比
較

対
照
し
て
み
る
と
、
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
編
著
『
漢
詩
名
句
辞
典
』（
大
修
館

書
店
、
昭
和
五
五
年
）
の
よ
う
に
、
石
川
『
楽
』
と
同
一
本
文
で
掲
出
す
る
も
の

も
あ
る
一
方
で
、
相
違
が
確
認
さ
れ
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
大
正
一
〇
年
の
大
町
桂
月
『
和
漢
名
詩
詳
解
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
）
で
は
、「
禅
語
」
を
示
す
詩
と
解
説
し
、

Ｂ

尽
日
尋
春
不
見
春

杖

踏
破
幾
重
雲

帰
来
試
把
梅
梢
看

春
在
枝

頭
已
十
分

と
い
う
よ
う
に
、
冒
頭
の
「
終
日
」
を
「
尽
日
」
と
す
る
本
文
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
本
文
を
掲
げ
る
の
が
、
詩
吟
テ
キ
ス
ト
の
吉
村
岳
城
『
朗
吟
詩

下
巻
』（
日
本
藝
道
聯
盟
、
昭
和
一
一
年
、
以
下
「
吉
村
『
詩
吟
』」）
で
あ
る
。

諸
橋
轍
次
『
中
国
古
典
名
言
事
典
』（
講
談
社
、
昭
和
四
七
年
）、
山
田
勝
美

『
中
国
名
詩
鑑
賞
辞
典
』（
角
川
書
店
、
昭
和
五
三
年
、
以
下
「
山
田
『
鑑

賞
』」）、
猪
口
篤
志
『
中
国
歴
代
漢
詩
選
』（
右
文
書
院
、
平
成
二
一
年
、
以
下

「
猪
口
『
歴
代
』」）
掲
出
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
石
川
『
楽
』
と
の
相
違

は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

Ｃ

尽
日
尋
春
不
見
春

芒

踏
遍

頭
雲

帰
来
適
過
梅
花
下

春
在
枝

頭
已
十
分

冒
頭
「
終
日
」
が
「
尽
日
」
に
な
る
の
は
Ｂ
と
同
じ
で
あ
る
。
第
二
句
に
は
Ａ

Ｂ
「
杖

」
に
対
し
て
Ｃ
「
芒

」、
Ａ
Ｂ
「
踏
破
」
に
対
し
て
Ｃ
「
踏
遍
」、
Ａ

Ｂ
「
幾
重
」
に
対
し
て
Ｃ
「

頭
」、
第
三
句
に
は
Ａ
Ｂ
「
試
把
」
に
対
し
て
Ｃ

「
適
過
」、
Ａ
Ｂ
「
梅
梢
看
」
に
対
し
て
Ｃ
「
梅
花
下
」
と
い
う
相
違
が
そ
れ
ぞ

れ
確
認
さ
れ
る
。
山
田
『
鑑
賞
』
は
、「
一
本
に
は
、
承
句
が
『
杖

踏
破
幾
重
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雲
（
杖

踏
み
破
る
幾
重
の
雲
）、
ま
た
転
句
が
『
帰
来
試
把
梅
花
看
』（
帰
来
試

み
に
梅
花
を
把
っ
て
看
れ
ば
）
と
な
っ
て
い
る
」
と
注
し
て
い
る
が
、「
一
本
」

が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
猪
口
『
歴
代
』
は
、

「
二
三
句
が
、『
杖

（
あ
か
ざ
を
杖
つ
い
て
）
踏
破
幾
重
雲
。
帰
来
試
把
梅
梢

見
』
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
」
と
注
し
、「『
見
』
で
は
韻
が
合
わ
な
い
」
と

指
摘
す
る
が
、
依
拠
す
る
資
料
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、

本
詩
を
掲
載
す
る
日
中
双
方
の
資
料
に
お
い
て
、
第
三
句
末
を
「
見
」
と
す
る
本

文
は
見
出
せ
な
い
。

諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
芒

」
と
「
尋
春
」
の
項
目
に
「
戴
益

『
探
春
』」
が
引
用
さ
れ
る
。「
芒

」
の
項
目
で
は
Ｃ
と
同
一
本
文
が
引
用
さ
れ

る
が
、「
尋
春
」
の
項
目
に
引
用
さ
れ
る
の
は
「
尽
日
尋
春
不
見
春
、
杖

踏
破

幾
重
雲
」
で
あ
り
、
Ｃ
で
は
な
く
Ｂ
と
一
致
す
る
。

同
じ
「
戴
益
」
と
い
う
詩
人
の
「
探
春
」
と
い
う
題
を
持
つ
詩
と
し
て
挙
げ
ら

れ
な
が
ら
、
引
用
さ
れ
る
本
文
が
異
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
。
語
句
一
つ
一
つ
の
違
い
は
、
そ
の
作
品
が
描
き
出
す
具
体
的
な
世
界
の
あ

り
よ
う
に
微
妙
な
影
響
を
与
え
る
。

例
え
ば
、
Ａ
Ｂ
が
「
幾
重
雲
」
と
す
る
の
に
対
し
、
Ｃ
が
「

頭
雲
」
と
い
う

よ
う
に
具
体
的
な
地
名
を
詠
み
込
む
と
い
う
相
違
は
小
さ
く
な
い
。「

頭
」
は

今
の
陝
西
省
と
甘
粛
省
に
ま
た
が
る

山
の
あ
た
り
を
指
し
、
寒
冷
な
辺
境
の
地

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
地
名
で
あ
る
。
Ｃ
で
は
江
南
太
守
で
あ
っ
た
陸
凱

が
、

頭
に
い
た
范
曄
に
、「
梅
を
折
り
て
駅
使
に
逢
ひ
、
寄
せ
与
ふ

頭
の
人

に
。
江
南
に
有
る
所
無
し
、
聊
か
に
贈
る
一
枝
の
春
を
」
と
い
う
詩
を
贈
っ
た
と

い
う
典
拠
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
陸
凱
は
、
温
暖
な
江
南
で
春
の
到
来
を
告
げ

る
梅
花
を
、
寒
さ
故
に
春
も
な
か
な
か
訪
れ
ず
、
梅
の
生
育
に
も
適
さ
な
い

山

の
寒
さ
の
中
に
い
る
友
人
へ
の
贈
り
物
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
山
田
『
鑑
賞
』
で
は
、

「

頭
」
を
「
梅
花
の
異
称
」
と
し
、「

頭
雲
」
を
「
雲
の
よ
う
に
む
ら
が
り

咲
い
て
い
る
梅
花
」
と
解
す
る
が
、
む
し
ろ
逆
で
、
梅
花
な
ど
見
つ
け
ら
れ
る
は

ず
が
な
い
よ
う
な
、
な
か
な
か
春
が
訪
れ
な
い
寒
い
所
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
第
三
句
で
は
、
主
体
の
動
作
そ
の
も
の
が
異
な
っ
て
お
り
、
違
い
が
大

き
い
。
試
み
に
梅
の
梢
を
手
に
と
っ
て
見
る
と
い
う
Ａ
Ｂ
で
は
、
第
二
句
目
に
お

け
る
幾
重
も
の
雲
の
中
を
放
浪
す
る
姿
と
、
手
元
に
向
け
ら
れ
た
繊
細
な
視
線
と

の
対
比
が
際
立
つ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
た
ま
た
ま
梅
花
の
下
を
通
り
過
ぎ
た
時
に
、

春
が
十
分
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
す
る
Ｃ
で
は
、
発
見
の
偶
然
性
が
強
調
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
一
体
、
ど
の
本
文
が
「
正
し
い
」
の
だ
ろ
う
か
。
異
な
る
本
文
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
「
戴
益
」
な
る
詩
人
の
、
同
じ
詩
題
「
探
春
」
の
も
と
に

収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
不
可
思
議
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
戴
益
」
と
い
う
詩
人
は
、

石
川
『
楽
』
が
「
南

の
人
。
詳
し
い
経
歴
な
ど
は
伝
わ
ら
な
い
。
こ
の
詩
一
首

で
名
を
残
し
て
い
る
詩
人
で
あ
る
」
と
注
す
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
右
に
挙
げ

た
い
ず
れ
の
書
物
に
も
「
探
春
詩
」
の
み
を
残
す

代
ご
ろ
の
詩
人
と
い
う
以
外

は
「
不
詳
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
委
細
不
詳
の
詩
人
の
唯
一
伝
来
し
た
詩
が

人
口
に
膾
炙
し
、
そ
の
上
、
異
な
る
複
数
の
本
文
が
す
べ
て
「
名
詩
」
と
し
て
も

て
は
や
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
い
よ
い
よ

で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
戴
益
」
と
も
「
探
春
」
と
も
示
さ
ず
に
、
類
似
の
詩
を
掲
げ
る
資

料
も
あ
る
。
明
治
二
六
年
の

津
義
圭
『
帳
中
五
十
座
法
談
・
巻
懐
五
十
座
法
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談
』（
仏
教
書
院
）
で
は
、「
古
人
の
詩
」
と
し
て
、
次
の
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。

Ｄ

尽
日
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
遍
陋
頭
雲

帰
来
忽
撚
梅
花
嗅

春
在
枝

頭
已
十
分

こ
の
Ｄ
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
。

実
は
こ
の
「
名
詩
」
は
、
中
国
の
文
献
に
広
げ
て
い
く
と
、
本
文
も
詩
人
も
詩

題
も
異
な
る
も
の
が
入
り
乱
れ
、
複
雑
怪
奇
な
様
相
を
呈
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

第
一
句
の
「
尋
春
不
見
春
」
と
第
四
句
の
「
已
十
分
」
と
い
う
二
か
所
に
共
通
詩

句
を
持
つ
七
言
絶
句
と
い
う
構
成
に
は
、
全
く
揺
れ
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
多
く
の
異
な
る
七
言
絶
句
は
全
く
無
縁
の
も
の
で
は
な
く
、
何
か
を
「
起

点
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）」
と
し
て
、
伝
来
の
過
程
で
異
文
が
生
じ
、
多
様
な
類
詩
が

併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
起
点
」
は
誰
に
よ
っ
て
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
本
文
で
創
作
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
始
原
の
形
は
全
く
以
て
不

明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
稿
で
は
、

代
の
文
献
か
ら
現
代
の
ネ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
に
引
用
さ
れ
た
多

様
な
類
詩
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
「
尋
春
不
見
春
」
詩
が
増
殖
し
な
が
ら
拡
散

し
て
い
く
そ
の
流
伝
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、
別
の
作
者
名
、
別
の
詩
題
を
掲
げ
る
も
の

ま
ず
、「
戴
益
」
と
は
異
な
る
作
者
を
具
体
的
に
示
し
、「
探
春
」
と
は
異
な
る

詩
題
を
付
す
も
の
を
挙
げ
る
。

（
一
）
作
者
「
陳
豊
」、
詩
題
「
尋
春
」

清
・
陸
心
源
『

詩
紀
事
補
遺
』（『
続
修
四
庫
全
書
』）
巻
四
一
で
は
、「
陳

豊
」
の
項
目
に
、「
陳
豊
、
舫
斎
と
号
し
、
仙
遊
の
人
な
り
。
建
炎
一
五
年
進
士
。

侍
郎

の
父
、
官
は
南
恩
守
」
と
い
う
簡
便
な
略
歴
を
記
し
、「
尋
春
」
と
題
し

て
次
の
Ｅ
が
収
録
さ
れ
、『
興
化
府
志
』
に
拠
っ
た
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ

尽
日
尋
春
不
見
春

杖

踏
破
幾
山
雲

帰
来
試
把
梅
花
看

春
在
梅

梢
已
十
分

こ
の
本
文
は
、
Ｂ
に
似
て
い
る
が
、「
山
」「
花
」「
梅
梢
」
に
Ｂ
と
は
異
な
る

点
が
あ
る
。

清
・
鄭

『

詩
録
』（『
続
修
四
庫
全
書
』）
丙
集
巻
七
「
陳
豊
」
条
に
も
、

『

詩
紀
事
補
遺
』
と
全
く
同
じ
く
、「
陳
豊
」
の
略
歴
、「
尋
春
」
の
詩
題
、
Ｅ

と
同
一
の
四
句
、「
興
化
府
志
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。

『
全

詩
』
巻
二
〇
一
三
で
は
、「
陳
豊
」
の
項
目
に
、「
尋
春
」
と
題
し
て
Ｅ

の
本
文
を
掲
げ
、
明
・
陳
効
弘
治
『
興
化
府
志
』
巻
三
三
に
拠
っ
た
こ
と
を
注
し

て
い
る
。『
全

詩
』
に
は
陳
豊
（
一
一
一
〇
〜
一
一
六
五
）
の
経
歴
が
『

詩

紀
事
補
遺
』
よ
り
少
し
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
字
「
宜
中
」、

号
「
舫
斎
」、
仙
游
（
今
の
福
建
に
属
す
）
の
人
で
、
高
宗
紹
興
一
八
年
（
一
一

四
八
）
に
進
士
に
挙
げ
ら
れ
て
以
降
、
泉
州
教
授
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
一
六
五

年
の
死
没
ま
で
様
々
な
官
職
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
呉
承
学
氏１

）

は
、
陳
豊
の

四
二

「
尋
春
不
見
春
」
詩

流
伝
考
（
土
佐

朋
子
）



よ
う
な
無
名
と
は
言
え
な
い
人
物
が
こ
の
詩
を
本
当
に
作
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

元
代
の
資
料
に
そ
の
記
載
が
全
く
な
い
と
い
う
の
は
不
審
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
二
）
作
者
「
蔡
襄
」、
詩
題
「
鳳
凰
山
尋
春
」

呉
氏
に
よ
れ
ば
、『
蔡
襄
全
集
』
補
遺２

）

に
、
蔡
襄
の
「
鳳
凰
山
尋
春
」
と
題
し

た
次
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

Ｆ

尽
日
尋
春
不
見
春

杖

踏
破
幾
山
雲

帰
来
試
把
梅
花
看

春
在
梅

花
已
十
分

呉
氏
は
、
現
存
す
る
蔡
襄
集

明
刻
本
に
は
当
該
詩
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、

蔣
維

『
蔡
襄
年
譜
』
で
は
「
偽
作
」
と
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

蔡
襄３

）

（
一
〇
一
二
〜
一
〇
六
七
）
は
、
陳
豊
よ
り
一
世
紀
ほ
ど
前
の
北

の
官

人
で
あ
り
、
詩
と
書
に
優
れ
て
い
た
。
陳
豊
と
同
じ
く
、
興
化
軍
仙
游
の
人
で
あ

る
。

（
三
）
作
者
「
張
元
」、
詩
題
「
探
春
」

明
・
洪

『
清
平
山
堂
話
本
』（『
続
修
四
庫
全
書
』）
の
『
洛
陽
三
怪
記
』
の

入
話
の
部
分
に
、

Ｇ

尽
日
尋
春
不
見
春

杖
梨

破
嶺
頭
雲

帰
来
点
検
梅
梢
看

春
在
枝

頭
已
十
分

を
置
き
、「
這
四
句
探
春
詩
是
張
元
所
作
」
と
記
す
。
本
文
は
、「
梨
」「

」

「
嶺
」「
点
検
」
が
Ａ
〜
Ｆ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
範
疇
で
は
あ
る
。
呉
氏
に
よ
れ
ば
、

代
に
「
張
元
」

な
る
人
物
は
い
た
ら
し
い
。
華
州
の
士
人
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

『
清
平
山
堂
話
本
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

代
以
降
に
流
行

す
る
講
談
で
引
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｇ
が

代
以
降
、
巷
間
に
広
く

浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
な
に
ゆ
え
こ
の
詩
の
作
者
が
「
張
元
」
に

さ
れ
た
の
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ら
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
本
文
は
、
戴
益
「
探
春
」
と
さ
れ
る
Ａ
〜
Ｃ
と
似
て
い
る
。

語
句
一
つ
一
つ
に
は
違
い
が
あ
る
が
、
詩
句
の
構
成
は
同
じ
で
あ
り
、
伝
来
・
拡

散
す
る
過
程
で
生
じ
た
異
文
の
関
係
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
く
異
な
る
作
者
名
と
詩
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
張
元
、
陳
豊
、
蔡
襄
は

代
に
実
在
し
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
実
在
の
人
物
の
作
だ
と
さ
れ

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
と
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
は
失
わ
れ
て
い

る
が
、
な
に
か
、
こ
れ
ら
の
人
物
を
語
る
逸
話
か
何
か
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
あ

る
場
面
で
こ
の
詩
が
そ
の
人
物
の
台
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
、
な
ど
の
経
緯
を
想

像
し
た
く
な
る
。

三
、「
帰
来
偶
過
梅
花
下
」
と
袁
枚
『
随
園
詩
話
』

清
・
袁
枚
『
随
園
詩
話４

）

』
で
は
、「

代
の
絶
句
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

詩
人
名
や
詩
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

四
三

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



乃
倣
王
漁
洋
『
池
北
偶
談
』
採

絶
句
之
例
以
補
之
。
其
題
、
其
作
者
姓
名
、

倶
不
省
記
也
。
其
詩
云
、「
Ｈ

鎮
日
尋
春
不
見
春
、
芒
鞋５

）

踏
遍

頭
雲
、
帰

来
偶
過
梅
花
下
、
春
在
枝
頭
已
十
分
」。

第
三
句
を
「
偶
過
梅
花
下
」
と
す
る
文
献
は
管
見
の
範
囲
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

Ｃ
「
適
過
梅
花
下
」
が
最
も
近
い
。
袁
枚
は
、「

絶
句
」
と
し
て
掲
げ
て
は
い

る
が
、
そ
の
出
所
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
て
い
な
い
。
作
者
名
や
詩
題
も
「
記
す

を
省
か
ず
」
と
し
て
い
な
が
ら
、
記
さ
れ
て
い
な
い
。

四
、『
聯
珠
詩
格
』
と
戴
益
「
探
春
」

中
国
の
文
献
で
、
戴
益
「
探
春
」
と
い
う
作
者
名
と
詩
題
を
付
す
も
の
が
一
つ

だ
け
あ
る
。『
聯
珠
詩
格
』（
文
化
元
年
﹇
一
八
〇
四
﹈
刊
）
巻
八
の
「
用
帰
来
字

格
」
に
次
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

探
春

戴
益

終
日
尋
春
不
見
春

杖

踏
破
幾
重
雲

帰
来
試
把
梅
梢
看

春
在
枝
頭
已

十
分

こ
の
本
文
は
Ａ
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

『
聯
珠
詩
格
』
は
、
唐

代
の
詩
人
た
ち
の
美
し
い
詩
（「
聯
珠
」）
を
選
び
、

詩
の
表
現
の
形
式
（「
詩
格
」）
に
よ
っ
て
分
類
し
配
列
し
た
詞
華
集
で
あ
り
、

『
唐

千
家
聯
珠
詩
格
』
な
ど
と
も
呼
称
さ
れ
る
。
于
済
が
原

し
た
三
巻
に
、

蔡
正
孫
が
増
補
し
て
二
〇
巻
本
と
し
て
、
元
大
徳
四
年
（
一
三
〇
〇
）
に
刊
行
さ

れ
た
。
し
か
し
、
大
陸
で
は
刊
行
後
ほ
ど
な
く
散
逸
し
た
。
揖
斐
高
氏６

）

は
、
大
陸

で
散
逸
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
元
に
従
っ
た
人
士
の
詩
を
除
外
し
た
た
め
と
す
る

山
本
北
山
説
、
選
詩
の
杜

さ
ゆ
え
と
す
る
佐
藤
一
斎
説
を
紹
介
し
、『
聯
珠
詩

格
』
は
、
そ
の
選
詩
に
「
変
化
に
乏
し
く
、
個
々
の
詩
も
佳
作
ば
か
り
と
は
言
え

ず
、
校
定
の
杜

さ
が
感
じ
ら
れ
る
部
分
」
が
見
ら
れ
、「
選
詩
集
と
し
て
は
必

ず
し
も
一
流
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
論
じ
、
一
斎
説
を
支
持
し
て
い
る
。

だ
が
一
方
、
日
本
で
は
年
少
者
の
テ
キ
ス
ト
に
適
し
た
こ
と
か
ら
『
聯
珠
詩

格
』
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
室
町
か
ら
江
戸
期
に
わ
た
っ
て
複
数
回
刊
行

さ
れ
て
広
く
流
行
し
た
。
江
戸
中
期
に
な
る
と
、
一
時
的
に
『
唐
詩
選
』
の
流
行

に
押
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
山
本
北
山
や
市
河
寛
斎
ら
に
よ
る

詩
風
の
提

唱
に
よ
っ
て
、

詩
を
多
く
収
録
す
る
『
聯
珠
詩
格
』
が
再
び
も
て
は
や
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
大
窪
詩
仏
が
『
聯
珠
詩
格
』
二
〇

巻
五
冊
を
刊
行
し
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
貫
名
海
屋
が
、
大
窪
版
で
削
除

さ
れ
た
李
朝
の
徐
居
正
増
注
を
復
活
さ
せ
て
『
増
注
聯
珠
詩
格
』
二
〇
巻
一
〇
冊

を
刊
行
し
た
。
ま
た
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
は
柏
木
如
亭
が
『
訳
注
聯
珠

詩
格
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
巻
一
〜
巻
四
の
七
言
絶
句
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
た

め
、
巻
八
所
収
の
戴
益
「
探
春
詩
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
如
亭
は
、
如
亭
が

信
州
中
野
に
開
い
た
詩
社
で
あ
る
晩
晴
吟
社
で
詩
作
を
講
義
し
た
際
に
、『
聯
珠

詩
格
』
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
て
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
詩
一
首
一
首
に
対
し
て
俗

語
を
用
い
て
「
訳
注
」
を
施
し
た
。『
訳
注
聯
珠
詩
格
』
は
そ
の
内
容
が
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
聯
珠
詩
格
』
は
詩
作
テ
キ
ス
ト
と
し
て
五
山
僧
に
活
用
さ
れ
た
。
貞
享
五
年

四
四

「
尋
春
不
見
春
」
詩

流
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朋
子
）



（
一
六
八
八
）
刊
已
十
子
編
『
増
補
首
書

禅
林
句
集

出
所
付
』
を
底
本
と
す
る

足
立
大
進
編
『
禅
林
句
集
』（
岩
波
文
庫
、
平
成
二
一
年
）
に
は
、「
春
在
枝
頭
已

十
分
」
が
抄
出
さ
れ
、
出
典
は
「
聯
珠
八
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

田
島
照
久
氏７

）

に
よ
れ
ば
、「
已
十
子
」
は
、
黄
檗
宗
の
僧
侶
だ
っ
た
と
見
ら
れ

る
毛
利
貞
斎
の
号
で
あ
り
、
戴
益
「
探
春
詩
」
の
「
已
十
分
」
に
由
来
す
る
と
い

う
。
い
か
に
戴
益
「
探
春
詩
」
が
禅
宗
関
係
者
に
親
し
ま
れ
て
い
た
か
が
窺
わ
れ

る
。田

島
氏
は
、
臨
済
宗
の
禅
僧
寂
室
元
光
（
一
二
九
〇
〜
一
三
六
七
）『
永
源
寂

室
和
尚
語
録
』
巻
一
（
大
蔵
経
八
一
巻
二
五
六
四
104
ｂ
）
に
収
録
さ
れ
た

頌

「
示
僧
二
首
」
に
も
、「
風
和
日
暖
黄

囀

春
在
花
梢
已
十
分
」
と
い
う
「
春

在
枝
頭
已
十
分
」
と
類
似
の
句
を
持
つ
一
首
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
禅
僧
の

頌
で
は
「
花
梢
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
、
Ｅ
「
梅
梢
」
が
最
も
近
く
、
管
見
で
は
こ
の
箇
所
を
「
花
梢
」
と
す
る

本
文
は
見
出
せ
な
い
。
寂
室
元
光
が
見
聞
し
た
本
文
に
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

も
の
が
あ
っ
て
借
用
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
独
自
に
改
変
し
た
の
か
は
判
然
と
し

な
い
。
ま
た
、
こ
の
禅
僧
が
、
こ
の
一
句
を
『
聯
珠
詩
格
』
所
載
の
戴
益
「
探
春

詩
」
の
一
部
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
一
句
を
「
禅
語
」
と

し
て
理
解
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
聯
珠
詩
格
』
は
選
詩
や
本
文
に
粗
雑
さ
を
抱

え
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
幼
少
者
向
け
の
入
門
テ
キ
ス
ト
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
五

山
僧
の
間
で
も
詩
作
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
、
江
戸
期
に
は
相
当
に
流
布
し

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
戴
益
「
探
春
詩
」
も
ま
た
、『
聯
珠
詩
格
』
を
介
し
て
日
本
に
流
布

し
た
可
能
性
が
高
い
。
と
り
わ
け
禅
僧
の
間
で
の
浸
透
は
深
く
、
そ
の
詩
句
が

「
禅
語
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
大
陸
に
は
、
こ
の
四
句
あ
る
い
は
類
似
句
を
戴
益
「
探
春

詩
」
と
す
る
資
料
が
『
聯
珠
詩
格
』
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。『
聯
珠
詩
格
』

は
い
っ
た
い
何
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
戴
益
「
探
春
詩
」
と
し
て
掲
載
し
た
の
だ
ろ

う
。「
戴
益
」
と
い
う
詩
人
の
名
は
、
こ
の
「
探
春
詩
」
の
作
者
と
し
て
し
か
伝

わ
ら
ず
、
他
に
伝
記
資
料
は
見
え
な
い
。
前
節
で
挙
げ
た
「
陳
豊
」「
蔡
襄
」「
張

元
」
は
、
実
在
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
戴
益
」
と
い
う

人
物
は
、「
探
春
詩
」
の
作
者
と
し
て
の
み
か
ろ
う
じ
て
認
知
さ
れ
る
に
止
ま
る

の
で
あ
り
、
実
在
そ
の
も
の
が
頗
る
疑
わ
し
い
。

言
わ
れ
る
よ
う
に
『
聯
珠
詩
格
』
の
選
詩
や
本
文
選
定
が
杜

で
あ
っ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
作
者
も
詩
題
も
不
明
の
ま
ま
、
詩
句
の
み
存
在
し
て
い
た
四
句
に
、

作
者
「
戴
益
」
と
詩
題
「
探
春
」
と
を
勝
手
に
付
し
て
掲
載
し
た
可
能
性
も
考
え

た
く
な
る
。『
開
元
天
宝
遺
事
』
に
は
、
正
月
半
ば
過
ぎ
に
な
る
と
、
郊
外
に
出

か
け
「
探
春
の
宴
」
を
開
く
と
い
う
行
事
「
探
春
」
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
る
。

こ
の
詩
に
は
「
宴
」
に
出
か
け
た
と
い
う
よ
う
な
趣
は
看
取
さ
れ
な
い
が
、「
春

を
尋
ね
る
」
と
い
う
詩
句
か
ら
「
春
を
探
す
」
行
事
が
連
想
さ
れ
、
結
び
つ
け
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
南

の
江
湖
派
の
詩
人
戴
復
古
に
「
万
斟
寿
酒

笑

撚
梅
枝
」
と
い
う
句
を
含
む
詞
「
行
香
子
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
混
同
さ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
連
想
が
働
い
て
、「
戴
益
」
な
る
詩
人
が
適
当
に
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
た

と
い
う
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
憶
測
し
た
く
な
る
ほ
ど
に
、
作
者
「
戴
益
」
と
詩
題
「
探
春
」
は
、

『
聯
珠
詩
格
』
に
至
っ
て
唐
突
に
現
れ
る
。
日
本
で
は
『
聯
珠
詩
格
』
と
い
う
粗

四
五
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雑
な
書
が
妙
に
も
て
は
や
さ
れ
た
た
め
に
、「
戴
益
」
の
「
探
春
詩
」
が
普
及
浸

透
し
、「
名
詩
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

近
代
以
降
の
諸
書
に
お
い
て
は
、
戴
益
「
探
春
」
と
い
う
同
じ
作
者
名
と
詩
題
の

も
と
で
、
複
数
の
異
な
る
本
文
が
併
存
し
、
そ
れ
ら
異
文
が
す
べ
て
「
名
詩
」
と

認
定
さ
れ
る
と
い
う
奇
妙
な
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。

大
陸
で
は
、『
聯
珠
詩
格
』
が
編
纂
後
ほ
ど
な
く
逸
亡
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

後
代
に
文
献
上
で
戴
益
「
探
春
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
『
聯
珠
詩
格
』
よ
り
も
前
の
文
献
に
お
い
て
も
、
戴
益
「
探
春
」
は
現
れ
な

い
。
大
陸
で
は
『
聯
珠
詩
格
』
の
前
に
も
後
に
も
、
複
数
の
異
な
る
本
文
と
複
数

の
異
な
る
「
作
者
」
が
入
り
乱
れ
る
と
い
う
不
可
解
な
現
象
が
確
認
さ
れ
る
。
そ

の
中
で
最
も
多
く
現
れ
る
「
作
者
」
が
「
尼
」
で
あ
る
。

五
、「
悟
道
尼

」
と
「
帰
来
笑
拈
梅
花
嗅
」

｜
公
案
「
拈
華
微
笑
」
と
「
梅
花
」
｜

大
陸
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
「
尼
」
が
作
者
と
し
て
登
場
す
る
が
、
ま
ず
は
「
道

を
悟
っ
た
尼
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
明
・

鳳
儀
『
首

厳

経
宗
通
』
巻
五
に
お
け
る
次
の
注
釈
で
あ
る
。

又
尼
有
悟
道
者
、

曰
、「
Ｉ

終
日
尋
春
不
見
春
、
芒
鞋
踏
遍

頭
雲
、
帰

来
笑
拈
梅
華
嗅
、
春
在
枝
頭
已
十
分
。」
此
尼
与
山
谷
所
証
亦
以
香
厳
為
上
。

（
続
蔵
経
一
六
巻
三
一
八
835
ｂ
）

こ
れ
は
、「
何
に
よ
っ
て
円
通
に
入
っ
た
か
」
と
い
う
釈
尊
の
問
い
か
け
に
答

え
た
香
厳
童
子
の
言
葉
、「
我
如
来
の
我
に
教
へ
て
、
諦
に
諸
の
有
為
の
相
を
観

ぜ
し
め
た
ま
ふ
を
聞
き
て
、
我
時
に
仏
を
辞
し
、
晦
き
清
斎
に
宴
し
て
、
諸
の
比

丘
の
沈
水
香
を
焼
く
を
見
し
に
、
香
気
寂
然
と
し
て
、
来
つ
て
鼻
中
に
入
る
。
我

此
の
気
を
観
ず
る
に
、
木
に
非
ず
、
空
に
非
ず
、
煙
に
も
非
ず
、
去
る
に
著
く
る

所
な
く
、
来
る
に
従
ふ
所
な
し
。
是
に
因
り
て
意
銷
し
、
無
漏
を
発
明
す
。
如
来

我
を
印
し
て
、
香
厳
の
号
を
得
し
め
た
ま
へ
。
塵
気

ち
に
滅
し
て
、
妙
香
密
円

な
り
。
我
、
香
厳
に
従
つ
て
阿
羅
漢
を
得
た
り
。
仏
、
円
通
を
問
ひ
た
ま
ふ
。
我

が
所
証
の
如
き
は
、
香
厳
を
上
と
為
す
」（
巻
五
）
に
対
し
て
、
明
代
の

鳳
儀

が
施
し
た
注
釈
で
あ
る
。

こ
の
『
首

厳
経８

）

』
は
正
式
名
称
を
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万

行
首

厳
経
』
と
い
い
、
八
世
紀
初
頭
に
中
国
で

述
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
後
世
に
至
り
、
特
に
禅
宗
で
尊
重
さ
れ
、
さ
か
ん
に
用
い
ら

れ
た
。
こ
の

鳳
儀
の
注
釈
で
は
、
香
気
に
よ
っ
て
円
通
し
た
と
い
う
香
厳
童
子

の
言
葉
に
対
し
て
、「
道
を
悟
っ
た
尼
」
の

と
し
て
こ
の
四
句
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

こ
の

で
は
、
遠
方
へ
探
し
に
行
っ
た
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
春
を
、
身
近

な
所
に
あ
っ
た
梅
の
香
り
に
よ
っ
て
発
見
で
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
春
」
が
「
悟
り
」
の
比
喩
に
な
っ
て
お
り
、
尼
が
梅
の
「
香
り
」
に
よ
っ
て
道

を
悟
っ
た
と
い
う
点
が
、
香
厳
童
子
と
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
こ
の
尼
の

の
前
に
は
、
黄
庭
堅
が
木
犀
の
「
香
り
」
に
よ
っ
て
悟

る
に
至
っ
た
と
い
う
逸
話
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
釈
末
尾
が
、「
此
の
尼

と
山
谷
と
の
所
証
も
亦
た
香
厳
を
以
て
上
と
為
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の

四
六
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は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

第
四
句
の
「
笑
拈
梅
花
嗅
」
は
、
Ａ
〜
Ｈ
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
要
素
で
あ
り
、

Ｉ
の
特
色
と
言
え
る
。
Ｄ
と
は
「
嗅
」
は
共
通
し
て
い
る
が
、
Ｉ
の
「
笑
拈
」
と

い
う
動
作
が
Ｄ
で
は
「
忽
撚
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。

Ｉ
の
「
笑
」
か
ら
は
、
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
春
」
の
し

る
し
で
あ
る
「
梅
花
」
を
、
や
っ
と
見
つ
け
た
と
い
う
尼
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
こ
の
喜
び
は
、「

頭
」
の
語
が
象
徴
す
る
、
梅
花
が
あ
る
は
ず
の
な
い
所

を
探
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
自
嘲
を
含
む
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
「
梅
花
」
を
指
先
で
「
拈
」
り
、
香
り
を
「
嗅
」
い
で
、
確
か
に
春
が
十
分

に
来
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
と
す
る
。「

頭
」
の
よ
う
な

か
彼
方
の
外
界
で

は
な
く
、
身
近
に
咲
い
て
い
た
「
梅
花
」
の
「
香
り
」
に
、「
春
」
と
い
う
悟
り

の
境
地
を
見
出
し
た
と
い
う

で
あ
る
。

Ｉ
「
拈
」
と
Ｄ
「
撚
」
は
、
似
て
い
る
が
異
な
る
動
作
を
表
す
。「
拈
」
は

『
説
文
』（
手
部
）
に
「
拈
、

也
」、『
広
韻
』（
添
韻
）
に
「
拈
、
指
取
物
也
」

な
ど
と
さ
れ
、「
指
で
つ
ま
む
動
作
」
を
い
う
。「
撚
」
は
、『
説
文
解
字
』（
手

部
）
に
「
撚
、
執
也
」、『
広
韻
』（
銑
韻
）
に
「
撚
、
以
指
撚
物
」、『
一
切
経
音

義
』
巻
一
九
に
「
以
二
指
一
去
一
来
相

曰
撚
」
な
ど
と
あ
り
、「
手
で
執
る
、

あ
る
い
は
指
で
よ
じ
る
動
作
」
を
い
う
。
語
義
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
完
全
に
同

じ
で
は
な
い
。「
拈
」
は
あ
ま
り
力
を
入
れ
ず
指
先
で
軽
く
つ
ま
む
よ
う
な
動
き

で
あ
り
、「
撚
」
は
「
拈
」
よ
り
力
を
入
れ
、
手
で
と
り
あ
げ
た
り
指
で
よ
じ
っ

た
り
す
る
動
き
で
あ
る
。

施
麗
瓊
氏９

）

は
、「
撚
」
だ
と
接
触
面
が
大
き
く
、
力
を
入
れ
た
動
作
に
な
る
の

に
対
し
て
、「
拈
」
は
「
笑
」
と
接
続
し
て
軽
声
で
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
人

か
ら
聞
か
ず
と
も
自
ず
か
ら
悟
っ
た
尼
の
心
が
表
さ
れ
る
と
同
時
に
、
梅
花
を
見

て
喜
び
を
禁
じ
得
ず
、
指
先
で
花
弁
を
散
ら
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
、
軽
く
花
を

つ
ま
む
尼
の
仕
草
の
繊
細
さ
が
表
現
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
拈
」
の
方
が
、

禅
の
悟
り
の
境
地
を
よ
り
表
し
得
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、
施
氏
は
、「
拈
」
に
は
禅
の
公
案
「
拈
華
微
笑
」
を
典
拠
と
す
る
意
識

が
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
拈
華
微
笑
」
で
は
、
釈
尊
が
「
蓮
華
」

を
「
拈
」
っ
て
示
し
た
「
悟
り
」
を
、
摩
訶

葉
の
み
が
理
解
し
て
「
破
顔
微

笑
」
す
る
。「
帰
来
笑
拈
梅
花
嗅
」
で
は
、
尼
が
「
梅
花
」
と
い
う
「
春
」（
悟

り
）
を
見
つ
け
て
「
笑
」
っ
て
「
拈
」
じ
、
そ
の
香
り
に
「
春
」（
悟
り
）
が
存

在
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。「
拈
華
微
笑
」
が
、
釈
尊
と
摩
訶

葉
と
い
う
二
人

の
間
に
成
立
し
た
以
心
伝
心
の
悟
り
の
伝
授
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
尼
の
詩

で

は
尼
一
人
の
中
で
起
こ
っ
た
悟
り
の
発
見
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
し
か
し
、
文
字

な
ど
を
介
し
て
で
は
な
く
、
釈
尊
の
「
拈
華
」、
あ
る
い
は
ほ
こ
ろ
ぶ
「
梅
花
」

を
見
て
、
自
身
の
中
で
自
ず
か
ら
悟
り
に
達
す
る
と
い
う
、
悟
り
へ
の
到
達
の
道

筋
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
道
筋
に
お
い
て
鍵
と
な
る
「
笑
」「
拈
」
の
動
作
が
共

通
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。「
笑
拈
梅
花
嗅
」
が
、
禅
に
お
い
て
悟
法
を

表
し
た
公
案
と
し
て
重
視
さ
れ
る
「
拈
華
微
笑
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
蓋
然

性
は
高
い
。

釈
尊
が
「
拈
」
る
の
は
「
蓮
華
」
で
あ
り
、
悟
道
の
尼
が
「
拈
」
る
の
は
「
梅

花
」
で
異
な
る
。
し
か
し
「
拈
華
微
笑
」
と
「
梅
花
」
を
関
連
づ
け
る
発
想
は
、

他
に
も
禅
僧
の
頌
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
成
宗
大
徳
一
一
年
（
一
三
〇
七
）

成
立
の
『
禅
林
類
聚
』
巻
一
九
に
収
録
さ
れ
る
佛

泉
の
頌
で
は
、「
拈
華
微
笑
」

に
お
け
る
悟
り
の
境
地
が
、
誰
も
春
の
兆
し
に
気
づ
か
な
い
寒
さ
の
中
で
唯
一
ほ
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こ
ろ
ぶ
「
梅
花
」
の
姿
で
比
喩
的
に
賛
美
さ
れ
る
。

霜
風
括
地
掃
枯

誰
覚
東
君
令
已
回

唯
有
嶺
梅
先
漏
泄

一
枝
独
向
雪

中
開

（
続
蔵
経
六
七
巻
一
二
九
九
115
ｃ
）

こ
れ
に
対
し
て
、
萬
安
英
種
『
禅
林
類
聚
撮
要
抄
』（
寛
永
一
九
年
刊
）
は
、

「
霜
風
の
地
を
括
り
枯

を
掃
ふ
時
分
に
、
は
や
東
君
の
令
が
已
に
回
る
な
り
。

東
君
の
令
の
回
た
る
支
証
に
は
、
嶺
頭
の
梅
が
先
づ
春
色
を
漏
し
て
雪
中
に
一
枝

開
い
た
な
り
。
言
は
、
世
尊
の
拈
処
は
霜
風
と
て
暖
気
は
無
き
な
り
。

葉
の
微

笑
の
処
で
春
色
が
漏
れ
た
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。

前
半
二
句
は
、
冷
た
い
霜
風
が
枯
れ
草
を
払
っ
て
吹
く
中
で
は
、
本
当
は
そ
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
の
春
に
誰
も
気
づ
か
な
い
と
い
う
。
こ
れ
が
釈
尊
の
「
拈

華
」
に
対
し
て
誰
も
反
応
し
な
か
っ
た
と
い
う
公
案
前
半
に
あ
た
る
。
第
三
句
の

「
漏
泄
」
は
梅
の
香
り
が
漏
れ
漂
っ
て
く
る
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
こ
の
頌
で

は
、
霜
風
の
中
で
唯
一
芳
し
い
香
り
を
漂
わ
せ
、
独
り
で
雪
の
中
で
「
ほ
こ
ろ

び
」
を
見
せ
る
梅
の
姿
と
、
釈
尊
の
拈
華
を
見
て
唯
一
「
微
笑
」
し
た
摩
訶

葉

の
姿
と
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

禅
宗
の
悟
り
の
真
髄
を
表
す
公
案
と
し
て
重
視
さ
れ
る
「
拈
華
微
笑
」
に
対
し

て
、
摩
訶

葉
の
「
微
笑
」
に
象
徴
さ
れ
る
「
悟
り
」
を
、
梅
花
の
「
ほ
こ
ろ

び
」
に
象
徴
さ
れ
る
春
の
到
来
に
重
ね
合
わ
せ
て
賛
美
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
佛

泉
の
頌
が
い
つ
出
来
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
元
代

成
立
の
『
禅
林
類
聚
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
す
で

に
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
頌
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
梅
花
を
春

の
到
来
の
象
徴
と
す
る
発
想
や
表
現
が
、
広
く
普
及
浸
透
し
、
共
有
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は

代
以
降
だ
と
さ
れ
る10

）

。「
拈
華
微
笑
」
の
公
案

の
成
立
も
北

ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
る11

）

。
と
い
う
こ
と
は
、

代
以
降
元
代
前

半
ま
で
に
は
、「
拈
華
微
笑
」
が
描
く
悟
り
の
伝
法
を
、
た
っ
た
ひ
と
り
自
ず
か

ら
春
に
気
づ
い
て
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
花
に
重
ね
合
わ
せ
る
発
想
が
成
立
し
た
こ
と
に
な

る
。こ

の
発
想
が
媒
介
と
な
っ
て
、
梅
花
を
見
つ
け
て
悟
り
を
得
た
と
い
う
尼
の

が
、「
拈
華
微
笑
」
に
象
徴
さ
れ
る
禅
宗
の
悟
り
の
精
神
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
過
程
で
「
笑
拈
梅
花
嗅
」
と
い
う
禅
宗
の
趣

の
濃
い
句
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
尼
」
の
「
禅
詩
」

「
尼
」
の
四
句
は
現
代
で
も
日
中
双
方
に
お
い
て
、「
禅
詩
」
と
し
て
し
ば
し

ば
紹
介
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
本
文
は
揺
れ
動
く
が
、「
梅
花
」
を
「
嗅
ぐ
」
と
い

う
動
作
を
描
き
、
梅
の
「
香
り
」
で
春
の
到
来
に
気
づ
い
た
と
す
る
点
に
お
い
て

は
共
通
し
て
い
る
。

小
田
美
和
子
氏12

）

が
「
禅
詩
集
」
に
必
ず
採
ら
れ
る
作
品
と
し
て
紹
介
す
る
「
某

尼
」
の
「
悟
道
詩
」
は
、「
Ｊ

尽
日
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
遍

頭
雲

帰
来
笑

拈
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
」
で
あ
る
。

王
洪
・
方
広

編
『
中
国
禅
詩
鑑
賞
辞
典
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九

九
二
年
）
に
も
、

徳
彬
氏
執
筆
「
某
尼
」
の
項
目
に
、
生
年
も
出
身
地
も
不
明

の
「
某
尼
」
の
「
悟
道
詩
」
と
し
て
、
Ｊ
の
本
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

徳
彬

四
八

「
尋
春
不
見
春
」
詩

流
伝
考
（
土
佐

朋
子
）



氏
は
羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
が
出
典
だ
と
し
て
い
る
が
、
次
節
で
紹
介
す
る
よ
う

に
、
こ
の
Ｊ
は
『
鶴
林
玉
露
』
の
引
用
本
文
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
サ
イ
ト
で
も
、
大
同
小
異
の
本
文
で
「
尼
」
の
「
禅
詩
」
と

し
て
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
大
紀
天

文
化
網
」
の
サ
イ
ト13

）

の
「
神
伝
文
化
」
欄
で
は
、「
尽
日
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
破

頭
雲

帰
来
笑

撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
」
の
本
文
で
、「

代
の
比
丘
尼
」
の
詩
と
し
て

紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
逸
飛
『
独
釣
寒
江
雪
｜
経
典
名
作
中
的
秘
密
』

（
文
津
出
版
）
に
依
拠
し
た
紹
介
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
比
丘

尼
は
草
鞋
が
破
れ
る
ほ
ど
仏
法
を
探
し
求
め
た
が
見
つ
け
ら
れ
ず
、
追
求
を
放
棄

し
て
故
郷
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
忽
然
と
し
て
美
し
い
春
光
の
中
に
枝
上
の
梅
花
を

見
つ
け
、
一
瞬
に
し
て
仏
法
を
悟
り
、
自
ら
の
悟
道
の
証
拠
と
し
て
書
き
記
し
た

も
の
と
説
明
を
施
し
て
い
る
。

ま
た
、「
毎
日
頭
条
」
と
い
う
サ
イ
ト14

）

で
は
、
た
び
た
び
禅
の
悟
り
の
境
地
を

表
す
尼
の
詩

と
し
て
紹
介
さ
れ
る
が
、
本
文
が
一
定
し
な
い
ば
か
り
か
、「
尼
」

の
呼
称
も
様
々
で
あ
り
、
中
に
は
題
を
付
す
も
の
あ
る
。
一
部
を
掲
出
し
て
み
よ

う
。
サ
イ
ト
内
の
共
通
部
分
に
網
掛
け
を
施
す
。

作
者
「
某
比
丘
尼
」、
詩
題
「
嗅
梅
」

尽
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
遍

頭
雲

帰
来
笑
拈

梅
花
嗅

春

在

枝
頭
已
十
分

（「
禅
詩
賞
析：

帰
来
笑
拈
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
」
二
〇

一
八
年
一
月
一
八
日
由
無
功
用
行
発
表
于
佛
教
）

作
者
「
唐
代
比
丘
尼
」、
詩
題
「
尋
春
」

尽
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
遍
嶺

頭
雲

帰
来

笑
捻

梅
花
嗅

春

在

枝
頭
已
十
分

（「
這
首
尋
春
禅
詩
、
看
似
平
淡
無
奇
、
却
写
出
人
生
修
行
開
悟

的
心
理
過
程
」
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
由
江
徐
的
自
留
地
発

表
于
佛
教
）

作
者
「
唐
無
尽
蔵
」

終
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏

破
嶺

頭
雲

帰
来

偶
把

梅
花
嗅

春

在

枝
頭
已
十
分

（「
終
日
尋
春
不
見
春
、
芒
鞋
踏
破
嶺
頭
雲
」
二
〇
一
六
年
一
〇

月
三
日
由
古
風
君
発
表
于
新
聞
）

作
者
「
唐
朝
無
尽
蔵
比
丘
尼
」

尽
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏

破

頭
雲

帰
来

笑
拈

梅
花
嗅

春

到

枝
頭
已
十
分

（「
一
首
禅
詩
的
小
悟
」
二
〇
一
八
年
九
月
四
日
由
春
風
雲
水
発

表
于
美
文
）

作
者
「
唐
朝
無
尽
蔵
」、
詩
題
「
嗅
梅
」

終
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏

破
嶺

頭
雲

帰
来

偶
把

梅
花
嗅

春

在

枝
頭
已
十
分

（「
与
其
疲
于
尋

、
不
如
清
心
参
悟
」
二
〇
一
七
年
一
月
二
日

由
文
化
剣
客
発
表
于
新
聞
）

作
者
「
無
尽
蔵
尼
」

尽
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏

破
嶺

頭
雲

帰
来

偶
把

梅
花
嗅

春

在

枝
頭
已
十
分

四
九

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



（「
読
禅
詩
、
譲
你
浮
躁
的
心
静
下
来
」
二
〇
一
七
年
四
月
一
六

日
由
西
園
落
木
発
表
于
文
化
）

こ
の
ほ
か
に
も
、
作
者
や
題
に
は
言
及
せ
ず
、『
鶴
林
玉
露
』
を
出
典
と
し
て
、

「
尽
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏

破
嶺

頭
雲

帰
来

笑
拈

梅
花
嗅

春

在

枝
頭
已
十
分

」
を
掲
げ
る
ペ
ー
ジ
（「
近
日
尋
春
不
見
春
、
芒
鞋
踏
破
嶺
頭
雲
」

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
八
日
由
樹
林
里
的
種
子
発
表
于
美
文
」）
も
あ
る
が
、
次

節
で
紹
介
す
る
よ
う
に
『
鶴
林
玉
露
』
の
引
用
本
文
と
は
異
な
る
。
ま
た
、「
七

葉
佛
教
書
舎
」
の
サ
イ
ト15

）

で
は
、
星
雲
法
師
『
星
雲
説

１

千
江
映
月
』（
佛
光

出
版
社
）
に
、「
唐
無
尽
蔵
比
丘
尼
」
の
詩

と
し
て
「
終
日

尋
春
不
見
春

芒
鞋

踏
破
嶺

頭
雲

帰
来

偶
把

梅
花
嗅

春

在

枝
頭
已
十
分
」
が
引
用
さ

れ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
ネ
ッ
ト
か
ら
転
載
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
ネ
ッ
ト
の
引
用
に
お
い
て
は
、
少
し
ず
つ
本
文
が
揺
れ
て
い
る
が
、
逆

に
網
掛
け
の
部
分
は
揺
れ
な
い
と
い
う
特
色
も
指
摘
で
き
る
。「
尼
」
が
「
芒
鞋
」

で
遠
方
へ
春
を
「
尋
」
ね
て
出
か
け
た
が
発
見
で
き
ず
、
帰
っ
て
き
て
「
梅
花
」

を
「
嗅
」
い
で
、
春
の
発
見
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
に
は
、
揺
れ
が
生
じ
て
い
な

い
。
気
ま
ぐ
れ
の
よ
う
に
付
さ
れ
る
「
尋
春
」「
嗅
梅
」
と
い
う
題
は
、
い
か
に

も
こ
れ
ら
共
通
性
の
高
い
詩
句
か
ら
案
出
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

本
文
は
一
定
せ
ず
、
詩
題
は
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
だ
が
、
作
者
を
「
尼
」
と

す
る
点
だ
け
は
共
通
し
て
い
る
。
唐
の
尼
と
さ
れ
た
り
、

の
尼
と
さ
れ
た
り
す

る
が
、
特
に
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
で
目
立
つ
の
は
「
無
尽
蔵
」
と
い
う
尼
の
名
称
で

あ
る
。
文
献
上
で
は
、
作
者
を
「
無
尽
蔵
尼
」
と
す
る
も
の
は
管
見
の
範
囲
で
は

見
当
た
ら
な
い
。
尼
に
「
無
尽
蔵
」
と
い
う
呼
称
を
与
え
て
い
る
の
は
、
ネ
ッ
ト

特
有
の
現
象
と
言
え
る
。

「
梅
花
」
と
「
無
尽
蔵
」
は
関
わ
り
が
深
い
。
陸
游
「
看
梅
帰
馬
上
戯
作
」
に

「
要
識
梅
花
無
尽
蔵

人
人
襟
袖
帯
香
帰
」（『
剣
南
詩
稿
』
巻
九
）
と
あ
り
、
そ

れ
に
影
響
を
受
け
た
室
町
中
期
の
禅
僧
・
万
里
集
九
が
自
ら
の
詩
文
集
に
『
梅
花

無
尽
蔵
』
と
名
付
け
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
の
「
無
尽
蔵
尼
」
と
い
う
呼
称
は
、
詩

第
三
句
の
「
梅
花
」
か
ら
連
想
さ
れ
編
み
出
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
禅
宗
の
第
六
祖

能
（
六
三
八
〜
七
一
三
）
の
伝
に
、「
無
尽
蔵
」

と
呼
ば
れ
る
尼
が
現
れ
る
。『

高
僧
伝
』『
景
徳
伝
燈
録
』
な
ど
複
数
の
文
献
に

記
録
さ
れ
る
伝
に
よ
れ
ば
、

能
が
交
友
を
結
ん
だ
劉
志
略
の
姑
に
「
尼
無
尽

蔵
」
が
い
た
。
尼
無
尽
蔵
は
常
に
涅
槃
経
を
誦
ん
で
い
た
。

能
は
そ
れ
を
聴
き
、

尼
の
た
め
に
涅
槃
経
の
義
を
解
説
し
た
。
尼
が

能
に
経
典
を
見
せ
て
文
字
を
問

う
た
と
こ
ろ
、

能
は
文
字
を
識
ら
な
い
と
答
え
た
。
尼
が
文
字
を
知
ら
な
い
の

に
な
ぜ
経
の
義
が
分
か
る
の
か
と
問
う
と
、

能
は
、
文
字
に
関
わ
れ
ば
そ
れ
は

仏
意
で
は
な
い
、
諸
仏
の
理
は
文
字
に
関
わ
る
に
非
ざ
る
な
り
、
と
答
え
た
。
尼

は
そ
れ
を
聞
い
て
深
く
歎
服
し
た
と
い
う
。

こ
の
逸
話
は
、「
拈
華
微
笑
」
の
公
案
と
同
様
、「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
」
と

い
う
禅
の
悟
り
の
真
髄
を
表
し
た
も
の
と
さ
れ
る16

）

。
こ
こ
に
「
無
尽
蔵
」
と
い
う

尼
が
関
与
し
て
く
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。「
梅
花
」
と
「
無
尽
蔵
」、「
無
尽
蔵
」

と
「
禅
の
悟
り
」
い
う
連
想
が
働
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。「
梅
花
」
の
香
り

に
よ
っ
て
悟
り
の
境
地
に
至
っ
た
「
尼
」
と
、
禅
の
悟
り
の
真
髄
を

能
に
語
ら

せ
た
「
無
尽
蔵
尼
」
と
が
、「
悟
り
」
と
い
う
共
通
項
に
よ
っ
て
半
ば
同
一
視
さ

れ
て
い
く
よ
う
な
現
象
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
さ
れ
る
。

五
〇

「
尋
春
不
見
春
」
詩

流
伝
考
（
土
佐

朋
子
）



七
、「
尼
」
の
「
悟
道
詩
」
｜
「
帰
来
笑
撚
梅
花
嗅
」
｜

こ
の
句
を
尼
が
道
を
悟
っ
た
詩
あ
る
い
は

と
す
る
資
料
は
、
禅
関
係
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
南

・
羅
大
経
（
一
一
九
六
〜
一
二
五
二
）『
鶴
林
玉
露
』

淳
祐

八
﹇
一
二
四
八
﹈
序
・
四
庫
全
書
）
巻
一
八
に
は
、「
道
不
遠
人
」
の
項
目
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

子
曰
、「
道
不
遠
人
。」
孟
子
曰
、「
道
在
邇
而
求
諸
遠
。」
有
尼
悟
道
詩
云
、

「
Ｋ

尽
日
尋
春
不
見
春
、
芒

踏
遍

頭
雲
、
帰
来
笑
撚
梅
花
嗅
、
春
在

枝
頭
已
十
分
。」
亦
脱

可
喜
。

「
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
」
を
表
す
言
説
と
し
て
、
孔
子
や
孟
子
と
並
べ
て
、
尼

の
「
悟
道
詩
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
南

以
前
に
す
で
に
こ
の
Ｋ
が
尼
の
「
悟

道
詩
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
羅
大
経
は
そ
の
出
典
を
記
し
て

い
な
い
。

呉
氏
が
、「
有
尼
悟
道
詩
云
」
と
い
う
記
述
は
、「
悟
道
詩
」
を
詩
題
と
し
て
示

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
悟
道
の
詩
」
と
い
う
よ
う
に
「
悟
道
」
は
詩
の
主
題

を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）

刊
の
版
本
で
は
、「
尼
悟
道
詩
と
云
も
の
有
り
」
と
訓
読
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
呉

氏
が
参
照
し
た
王
瑞
来
点
校
『
鶴
林
玉
露
』
で
は
王
氏
が
「
有
尼
『
悟
道
詩
』

云
」
と
符
号
を
付
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
悟
道
詩
」
を
詩
題
と
し

て
捉
え
る
の
が
一
般
的
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
Ｋ
も
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
「
尼
」
の
「
禅
詩
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た

句
と
同
様
、「
梅
花
」
を
「
嗅
」
ぐ
尼
の
動
作
を
描
く
。『
鶴
林
玉
露
』
で
は
、
自

ら
の
近
く
に
「
道
」
が
あ
る
こ
と
を
表
す
名
言
と
し
て
、
孔
子
や
孟
子
の
言
と
併

記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
禅
の
悟
り
の
精
神
を
説
明
す
る
た
め
の
句
と
し
て
引
用
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。「
春
」（
悟
り
）
は
、「

頭
」
と
い
う

遠
き
所
で
は
な
く
、
身
近
な
所
に
咲
く
「
梅
花
」
に
宿
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
、

「
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
」
を
表
す
詩
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

明
清
代
の
詞
華
集
な
ど
で
は
、
し
ば
し
ば
『
鶴
林
玉
露
』
と
同
じ
よ
う
に
、

「
尼
」
の
「
悟
道
」
の
「
詩
」（
あ
る
い
は
「

」）
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
が
、
詩

句
が
『
鶴
林
玉
露
』
と
異
な
る
箇
所
も
確
認
さ
れ
る
。

ａ
明
・
陳
全
之
『
蓬
窓
日
録
』（
続
修
四
庫
全
書
）
巻
七
「
詩
談
」

「
尽
日
尋
春
不
見
春

芒

踏
遍

頭
雲

帰
来
笑
撚
梅
花
嗅

春
在

枝
頭
已
十
分
。」
此
尼
詩
也
。
脱
洒
可
喜
悟
道
之
言
也
。

ｂ
明
・
鹿
善
継
『
四
書
説
約
』（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
）
の
『
中
庸
』
巻
二

有
尼
悟
道

云
、「
尽
日
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
遍

頭
雲

帰
来
試

拈
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
。」
字
字
堪
味
。

ｃ
明
・
葉
廷
秀
『
詩
譚
』（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
）
巻
八
「
春
在
枝
頭
」

有
尼
悟
道
詩
、「
尽
日
尋
春
不
見
春

芒

踏
遍

頭
雲

帰
来
笑
撚

梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
」。

ｄ
清
・
張
貴
勝
『
遣
愁
集
』（
続
修
四
庫
全
書
）
巻
一
一
「
警
悟
」

昔
一
尼
悟
道
作
詩
云
、「
尽
日
尋
春
不
見
春

芒

踏
遍
嶺
頭
雲

帰

来
笑
撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
」。

ｅ
清
・

人
穫
『
堅

集
』（
続
修
四
庫
全
書
）
乙
集
巻
三
「
尼
悟
道
」

五
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子
曰
、「
道
不
遠
人
」、
孟
子
曰
、「
道
在
邇
而
求
諸
遠
」、
有
尼
悟
道
詩

云
、「
尽
日
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
破

頭
雲

帰
来
笑
撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
」。

ｆ
清
・
李
清
『
歴
代
不
知
姓
名
録17

）

』
巻
八
「
悟
道
尼
」

有
尼
悟
道
作
詩
云
、「
尽
日
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
遍

頭
雲

帰
来

笑
撚
梅
花
嘆

春
在
枝
頭
已
十
分
。」

鶴
林
玉
露

ａ
〜
ｆ
は
『
鶴
林
玉
露
』
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、

『
鶴
林
玉
露
』
と
全
く
同
一
の
本
文
を
引
用
す
る
も
の
は
ａ
ｃ
ｄ
だ
け
で
あ
り
、

あ
と
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
ｆ
は
、
末
尾
に
「

鶴
林
玉
露
」
に
基
づ
い

た
こ
と
を
注
記
し
て
お
き
な
が
ら
、『
鶴
林
玉
露
』
で
は
「
嗅
」
と
さ
れ
る
第
三

句
末
を
「
嘆
」
と
す
る
。
こ
こ
を
「
嘆
」
と
す
る
も
の
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
ほ

か
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ｅ
は
、
孔
子
と
孟
子
の
言
と
並
列
さ
れ
て
お
り
、『
鶴

林
玉
露
』
と
同
じ
構
成
を
と
り
、
明
ら
か
に
『
鶴
林
玉
露
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
し

な
が
ら
、『
鶴
林
玉
露
』
が
「
遍
」
と
す
る
第
二
句
四
字
目
を
「
破
」
と
す
る
。

「
踏
遍
」
を
「
踏
破
」
を
す
る
本
文
は
他
に
も
あ
る
が
、「

頭
雲
」
と
連
結
す

る
本
文
は
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
見
出
せ
な
い
。「
踏
破
」
と
す
る
本
文
で
は
、「
嶺

頭
雲
」
あ
る
い
は
「
幾
重
雲
」「
幾
山
雲
」「
暁
山
雲
」
が
後
に
続
く
。
ｂ
は
、

『
鶴
林
玉
露
』
が
「
笑
撚
」
と
す
る
第
三
句
を
「
試
拈
」
と
し
て
い
る
。「
拈
」

と
す
る
の
は

鳳
儀
が
引
用
す
る
Ｉ
で
あ
り
、「
悟
道
詩
」
で
は
な
く
「
悟
道

」

と
す
る
点
か
ら
も
一
見
、

鳳
儀
注
釈
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｉ

で
は
「
笑
拈
」
で
あ
り
、「
試
拈
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、

「
試
拈
」
と
す
る
の
は
こ
の
ｂ
だ
け
で
あ
り
、「
試
」
字
を
採
る
本
文
で
は
「
把
」

が
接
続
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
次
に
挙
げ
る
明
・
江
盈
科
『
雪

閣
詩
評18

）

』
巻
二
で
は
、「
尼
僧
」
の

詩
と
し
て
掲
げ
、「
悟
り
し
後
の
人
の
語
に
似
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

一
尼
僧
題
一
詩
云
、「
Ｌ

到
処
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
破
暁
山
雲

帰
来
笑

撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
。」
絶
似
悟
後
人
語
。

Ｌ
は
、
冒
頭
が
「
到
処
」、
第
二
句
「
暁
山
雲
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま

で
に
見
て
き
た
も
の
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
。
冒
頭
「
到
処
」
は
後
に
挙
げ
る

『
懐
古
録
』
に
見
ら
れ
る
が
、
第
二
句
「
暁
山
雲
」
は
今
の
と
こ
ろ
他
に
は
見
当

た
ら
な
い
。
こ
の
『
雪

閣
詩
評
』
に
依
拠
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
引
用
す
る
の

が
、
清
・
趙
吉
士
『
寄
園
寄
所
寄19

）

』
巻
上
「
撚
鬚
寄
・
詩
話
」、
お
よ
び
清
・
趙

翼
『

北
詩
話20

）

』
巻
一
一
「
詩
人
佳
句
」
で
あ
る
。『
寄
園
寄
所
寄
』
で
は
確
か

に
「
一
尼
僧
」
か
ら
「
人
語
」
ま
で
、『
雪

閣
詩
評
』
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
引

き
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『

北
詩
話
』
で
は
、
引
用
本
文
に
違
い
が
あ
り
、

第
二
句
が
「
芒

踏
遍
嶺
頭
雲
」
と
さ
れ
て
お
り
、
Ｌ
と
同
一
で
は
な
い
。

明
・
劉
万
春
『
守
官
漫
録
』（
四
庫
禁

書
叢
刊
）
巻
五
「
外
編
見
聞
随
筆
」

で
は
、
Ｌ
と
同
一
本
文
を
引
用
し
、「
絶
似
悟
後
人
語
」
の
評
も
『
雪

閣
詩
評
』

と
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
者
を
「
尼
僧
」
で
は
な
く
「
僧
」
だ
と
し
て
い

る
。ま

た
、「
悟
道
」
よ
り
も
「
梅
花
」
に
注
目
し
て
、「
詠
梅
花
尼
」
と
呼
称
す
る

も
の
も
あ
る
。

五
二

「
尋
春
不
見
春
」
詩

流
伝
考
（
土
佐

朋
子
）



明
・
田
藝

『
詩
女
史
』（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
）
巻
一
二

詠
梅
花
尼

元
時
一
尼
詠
梅
花
云
、「
Ｍ

終
日
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
破
嶺
頭
雲

帰

来
笑
撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
。」
蓋
悟
真
之
言
也
。
後
果
得
道
。

さ
ら
に
、
尼
の
名
を
「
梅
花
尼
」
と
す
る
も
の
さ
え
あ
る
。

明
・
鍾
惺
『
名
媛
詩
帰
』（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
）
巻
二
三
「
元
」

梅
花
尼

不
知
姓
氏
、
但
有
詠
梅
花
詩
、
時
皆
称
善
、
為
梅
花
尼

終
日
尋
春
不
知
春

芒
鞋
踏
破
嶺
頭
雲

帰
来
笑
撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭

已
十
分

在
枝
頭
尋
春
実
境

こ
こ
で
は
、
Ｍ
と
同
じ
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
に
描
か
れ
る
「
梅
花
」

を
「
嗅
」
ぐ
と
い
う
尼
の
動
作
は
、
作
者
を
「
尼
」
と
す
る
他
の
文
献
と
共
通
し

て
い
る
。
し
か
し
、「
元
代
」
の
尼
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
文
献
に
は
な

か
っ
た
新
た
な
要
素
で
あ
る
。

ま
た
、
清
・
王
初
桐
『

史
』（
続
修
四
庫
全
書
）
巻
六
一
「
術
業
門
・
三
姑

六
婆
」
所
引
『
紅
蕉
集
』
に
は
、

元
時
一
尼
不
知
姓
氏
。
因
詠
梅
花
、
時
称
「
梅
花
尼
」
云
、「
Ｎ

尽
日
尋
春

不
見
春

芒
鞋
踏
破
嶺
頭
雲

帰
来
笑
撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
」。

と
記
さ
れ
、
波
線
部
に
『
名
媛
詩
帰
』
と
似
た
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
引
用
本
文

Ｎ
は
冒
頭
を
「
尽
日
」
と
し
て
お
り
、
Ｍ
と
は
異
な
る
。

さ
ら
に
、
清
・
陳

『

元
詩
会
』（
四
庫
全
書
）
巻
一
〇
〇
で
は
巻
末
の

付
録
に
、
作
者
「
見
梅
花
尼
」、
詩
題
「
詠
梅
花
」
と
し
て
、
さ
ら
に
清
・
張
豫

章

『
御
選

金
元
明
四
朝
詩

御
選
元
詩
』（
四
庫
全
書
）
巻
七
九
で
は
、
作

者
名
「
梅
花
尼
」、
詩
題
「
詠
梅
花
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｍ
と
同
一
の
本
文
を

収
録
し
て
い
る
。
両
詞
華
集
と
も
、「
梅
花
尼
」
の
「
詠
梅
花
詩
」
を
「
元
代
」

に
区
分
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
「
尼
」
を
「
梅
花
」
と
強
く
結
び
つ
け
て
呼
称
す
る
資
料
に
お
い
て
は
、

本
文
に
は
少
し
揺
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
元
代
」
の
「
尼
」
と
す
る
点

で
は
一
致
し
て
い
る
の
が
、
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
梅
花
尼
」
の
名
を
「
習
静
」
と
す
る
文
献
も
あ
る
。
清
・

長
白
『
柳
亭
詩
話
』（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
）
巻
二
五
「
春
帰
春
在
」
条
で
は
、

「
梅
花
尼
」
の
名
を
「
習
静
」
と
注
記
す
る
。

春
帰
春
在

梅
花
尼
名
習
静

梅
花
尼
子
、
行
脚
帰
有
詩
曰
、「
Ｏ

着
意
尋
春
不
見
春

芒
鞋
踏
破
嶺
頭
雲

帰
来
笑
撚
梅
花
嗅

春
在
枝
頭
已
十
分
。」
二
絶
可
謂
得
禅
機
三
昧
矣
。

Ｏ
は
「
着
意
」
と
す
る
点
が
、
Ｍ
と
異
な
る
。
管
見
の
範
囲
で
は
「
着
意
」
と

す
る
文
献
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。「
二
絶
」
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
詩
話
に
お

い
て
白
居
易
の
詩
文
と
並
列
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
と
も
に
、
禅
の
思
想
と

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
禅
宗
と
は
必
ず
し
も
関
係
な
い
文
献
に
、「
尼
」
の
詩
と
し
て
引
用
さ
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れ
る
場
合
、
本
文
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
た
だ
、
第
三
句
目
「
帰
来
」

の
後
を
「
笑
撚
梅
花
嗅
」
と
す
る
点
は
、「
試
拈
」（
第
七
節
ｂ
）
と
す
る
例
外
も

見
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

八
、「
古
人
風
月
」
｜
蘭
谿
の
語
録
｜

逆
に
、
禅
関
係
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
尼
と
も
僧
と
も
関
係
な
く
、
先
人
の
詩

と
し
て
引
用
す
る
も
の
も
あ
る
。

・
蘭
谿
道
隆
『
大
覚
禅
師
語
録
』
巻
上
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

蘭
谿
今
日
借
古
人
風
月
、
為
諸
人
剖
露
去
也
、「
Ｐ

終
日
尋
春
不
見
春
、
芒

鞋
踏
破
幾
重
雲
、
帰
来
細
把
梅
花
看
、
春
在
枝
頭
已
十
分
」。

（
大
蔵
経
八
〇
巻
二
五
四
七
59
ｃ
）

第
三
句
「
細
」
は
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

蘭
谿
は
、
楊
万
里
（
開
禧
二
年
﹇
一
二
〇
六
﹈）
や
陸
游
（
嘉
定
三
﹇
一
二
一

〇
」）
が
没
し
て
す
ぐ
の
南

嘉
定
六
年
（
一
二
一
三
）
に
生
ま
れ
、
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
に
来
日
し
、
鎌
倉
五
山
の
一
つ
建
長
寺
の
開
山
と
な
り
、
弘
安
元

年
（
一
二
七
八
）
に
没
し
た
禅
僧
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
蘭
谿
が
、
臨
済
の
悟
り

を
衆
人
に
説
く
た
め
に
用
い
た
「
古
人
風
月
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
蘭
谿

は
Ｐ
を
「
先
人
の
詩
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
作
者
も
詩
題
も
示
さ

れ
て
い
な
い
。
本
文
は
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
も
の
と
は
ま
た
異
な
る
形
に
な

っ
て
い
る
。

東
波
氏21
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は
、
こ
の
詩
は
、
仏
は
人
か
ら
遠
く
な
い
、
近
く
に
存
す
る
こ
と
を

言
っ
て
お
り
、
当
時
禅
宗
で
「
悟
道
」
を
示
す
詩
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
呉
氏
は
、「
風
月
」
は

人
が
詩
文

を
指
す
の
に
用
い
る
語
で
あ
り
、
流
行
詩
を
用
い
て
「
仏
理
」
を
説
く
の
は
禅
林

の
慣
例
だ
と
言
う
。
そ
れ
ら
に
基
づ
け
ば
、
南

の
頃
ま
で
に
、
こ
の
詩
が
巷
間

に
流
布
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

九
、「
春
在
枝
頭
已
十
分
」
唐
代
成
立
説

第
四
句
の
「
春
在
枝
頭
已
十
分
」
は
、
ほ
と
ん
ど
揺
れ
が
な
い
句
で
あ
る
。
こ

の
第
四
句
の
み
、
唐
代
の
詩
句
と
し
て
引
用
さ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
。

元
・
郭
豫
亨

『
梅
花
字
字
香
』（
四
庫
全
書
）
後
集
に
「
春
在
枝
頭
已
十
分
」

が
、
八
人
の
詩
句
を
一
つ
ず
つ
つ
な
げ
る
集
句
詩
の
第
一
句
目
に
、「
王
建
」
の

句
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。
王
建
は
、
七
七
五
年
進
士
で
、『
唐
詩
選
』
に
「
十

五
夜
望
月
」
が
選
ば
れ
て
い
る
中
唐
の
詩
人
で
あ
る
。
呉
氏
に
よ
れ
ば
、
現
存
す

る
王
建
の
詩
に
は
「
春
在
枝
頭
已
十
分
」
を
含
む
詩
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
。

『
江
湖
小
集
』（
四
庫
全
書
）
巻
二
〇
所
収
の
李

『
梅
花
衲
』
に
も
、
集
句

詩
の
第
四
句
に
「
春
在
枝
頭
已
十
分
」
が
置
か
れ
る
が
、
作
者
は
「
唐
人
」
と
す

る
に
止
ま
る
。

一
〇
、
逸
話
集
な
ど

そ
の
他
、
清
『
石
渠
宝
笈
』（
四
庫
全
書
）
巻
二
二
「
集
古
図
絵
一
冊
」
に
は

五
四

「
尋
春
不
見
春
」
詩

流
伝
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「
王

隷
書
題
云
」
と
し
て
、
Ｍ
と
ほ
ぼ
同
じ
本
文
を
収
録
す
る
が
、
第
三
句
を

「
帰
来
嘯
応
作
笑

撚
梅
花
嗅
」
と
し
て
お
り
、
第
三
字
を
「
嘯
」
を
本
文
に
採
り

「
笑
」
に
作
る
べ
き
だ
と
い
う
注
記
を
施
す
点
が
異
な
る
。

南

・
陳
模

『
懐
古
録22

）

』
巻
中
に
、
王
某
と
い
う
江
西
詩
客
が
、

檜
の
問

い
か
け
に
対
し
て
、「
Ｑ

到
処
尋
春
不
見
春

枝
頭
劈
破
幾
重
雲

帰
来
検
点
梅

花
樹

春
色
梢
頭
已
十
分
」
と
い
う
詩
を
書
し
て
答
え
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。

本
文
は
、「
到
処
」
は
Ｌ
と
の
み
一
致
し
、「
枝
頭
劈
破
」「
春
色
梢
頭
」
は
こ
れ

ま
で
挙
げ
た
い
ず
れ
の
本
文
に
も
見
ら
れ
ず
、
独
自
性
が
高
い
。

氏23
）

は
、
本
句

の
「
作
者
」
を
「
江
西
詩
客
王
某
」
と
解
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
呉
氏
は

檜
の
問
い
か
け
が
金
昌
緒
「
春

」
を
引
用
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

王
某
も
ま
た
先
人
の
詩
を
引
用
し
た
ま
で
で
あ
り
、
王
某
が
作
っ
た
わ
け
で
は
な

い
と
論
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
懐
古
録
』
は
南

成
立
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
こ
の
よ
う
な
詩
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
明
・
毛
晋
『
二
家
宮
詞
』（
四
庫
全
書
）
巻
下
「

・
楊
太
后
」
条
に

は
、「
Ｒ

日
日
尋
春
不
見
春

弓
鞋
踏
破
小
除
芸

棚
頭
宣
入
紅
粧
隊

春
在
金

樽
已
十
分
」
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
の

代
の
楊
太
后
の
も
の
と
さ
れ
る
四
句
は
、

こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
本
文
と
大
き
く
異
な
り
、
や
や
戯
画
的
で
も
あ
る
。
楊
太

后
本
人
あ
る
い
は
第
三
者
が
楊
太
后
の
も
の
と
し
て
作
っ
た
意
図
的
な
パ
ロ
デ
ィ

で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
一
、
口
承
の
果
て

日
本
で
は
「
名
詩
」
と
し
て
普
及
浸
透
し
て
い
る
戴
益
「
探
春
詩
」
で
は
あ
る

が
、
中
国
の
資
料
に
お
い
て
は
複
数
の
作
者
、
詩
題
、
本
文
が
無
秩
序
に
入
り
乱

れ
、
乱
雑
無
章
の
状
態
を
呈
し
て
い
る
。
今
や
本
郷
で
あ
る
は
ず
の
中
国
で
は
、

「
戴
益
『
探
春
詩
』」
と
い
う
作
品
の
存
在
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
認
知
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

戴
益
「
探
春
詩
」
を
記
載
す
る
最
も
早
く
、
か
つ
唯
一
の
文
献
は
、
元
代
の

『
聯
珠
詩
格
』
で
あ
る
。『
聯
珠
詩
格
』
以
外
に
は
、
そ
の
以
前
に
も
以
後
に
も

一
切
、
戴
益
「
探
春
詩
」
と
い
う
作
品
は
現
れ
な
い
。
日
本
で
の
普
及
浸
透
の
仕

方
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
大
陸
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
『
聯
珠
詩

格
』
が
、
日
本
で
は
詩
作
テ
キ
ス
ト
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の

た
め
、
戴
益
「
探
春
詩
」
は
詩
作
の
手
本
と
し
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
聯
珠
詩
格
』
を
積
極
的
に
学
ん
だ
禅
僧
た
ち
の
間
で
、
禅
の
心
を
表
す
詩
と
し

て
も
て
は
や
さ
れ
、
戴
益
「
探
春
詩
」
は
日
本
に
お
い
て
、
高
尚
な
精
神
を
表
し

た
漢
詩
の
手
本
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に

昭
和
期
以
降
に
は
、
詩
吟
テ
キ
ス
ト
に
も
掲
載
さ
れ
、
吟
詠
の
定
番
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
広
く
一
般
に
普
及
浸
透
し
、
戴
益
「
探
春
詩
」
は
「
名
詩
」
と
し
て

一
人
歩
き
を
始
め
、
知
名
度
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
四
句
を
収
録
す
る
文
献
は
、
南

時
代
の
も
の
が
最
も
古
い
。
そ
の
一
つ

が
『
鶴
林
玉
露
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
尼
の
「
悟
道
詩
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て

い
る
。『
鶴
林
玉
露
』
は
特
に
禅
詩
と
し
て
引
用
す
る
わ
け
で
は
な
く
、「
道
」
と

「
人
」
と
の
関
係
性
を
述
べ
る
言
説
と
し
て
、
孔
子
や
孟
子
の
言
と
併
記
し
て
い

る
。
だ
が
、「
尼
」
や
「
悟
」
と
い
っ
た
言
い
方
に
は
、
当
時
す
で
に
禅
の
精
神

を
表
す
も
の
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

南

の
禅
僧
、
蘭
谿
の
語
録
で
は
「
古
人
風
月
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
語
録
を
そ

五
五
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の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
れ
ば
、
蘭
谿
が
生
き
た
南

時
代
に
お
い
て
、「
古
人
」
つ

ま
り
そ
れ
以
前
の
人
の
、「
風
月
」
つ
ま
り
詩
文
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
南

の
『
懐
古
録
』
に
は
ま
た
異
な
る
詩
句
で
、
禅
の
悟
り
と

は
関
係
な
い
逸
話
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
文
字
資
料
の
存
在
に
基
づ
け
ば
、
南

以
前
に
存
在
し
て
い
た
詩
句

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
唐
代
の
も
の
と
す
る
資
料
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
集

句
詩
に
お
け
る
四
句
目
の
み
の
引
用
に
止
ま
る
。
作
者
に
つ
い
て
も
一
つ
は
い
か

に
も
適
当
に
書
け
そ
う
な
「
唐
人
」
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
に
は
「
王
建
」
と
い
う

具
体
的
な
詩
人
名
も
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
王
建
の
現
存
作
品
に
は
見
当
た
ら
ず
、

他
の
資
料
に
一
切
記
録
さ
れ
な
い
と
い
う
の
も
不
審
で
あ
る
。
中
国
の
サ
イ
ト
で

は
「
唐
無
尽
蔵
尼
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
梅
花
」
か
ら
「
無
尽

蔵
」、「
無
尽
蔵
尼
」
か
ら
唐
代
の
「

能
」
へ
と
い
う
、
連
想
に
連
想
を
重
ね
て

出
来
上
が
っ
た
妄
想
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
の
成
立
を
唐
代
と
す
る
に
は
、
資
料
的

な
根
拠
が
あ
ま
り
に
も
薄
弱
で
あ
る
。

こ
の
四
句
が
で
き
て
く
る
の
は
、
北

以
降
で
あ
ろ
う24

）

。
北

に
は
春
を
い
ち

早
く
告
げ
る
梅
花
の
美
が
、
漢
詩
文
で
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
北

は

禅
が
さ
ら
に
広
く
浸
透
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
る
。「
拈
華
微
笑
」
の
公
案
の
成

立
も
、
お
よ
そ
北

ご
ろ
と
見
ら
れ
る
。
北

に
は
王
安
石
、
蘇

、
黄
庭
堅
な

ど
、
禅
宗
の
影
響
を
強
く
受
け
た
詩
人
も
現
れ
、「

頌
の
趣25

）

」
に
富
む
詩
文
が

創
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

本
文
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
か
ら
考
え
る
と
、
音
声
言
語
に
よ
っ
て
創

出
さ
れ
、
伝
播
し
た
蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
初
め
か
ら
文
字
で
創
作
さ
れ
、

継
承
さ
れ
て
い
た
ら
、
本
文
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
流
動
的
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、

作
者
や
詩
題
ま
で
が
自
由
自
在
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

『
清
平
山
堂
話
本
』
の
よ
う
な
講
談
テ
キ
ス
ト
集
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

口
承
文
芸
と
の
親
和
性
を
窺
わ
せ
る26

）

。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
は
も
は
や
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
口
承
の
世
界
で
は
、
音
声
化
さ
れ
た
時
点
の
形
が
常
に
そ
の
時
の
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
」
で
あ
る
。
語
ら
れ
る
た
び
に
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
が
出
現
す
る
。
伝
播

の
過
程
に
お
い
て
、
始
原
の
形
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
気
に
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

初
め
て
音
声
で
生
み
出
さ
れ
た
時
に
、
す
で
に
禅
的
な
思
想
を
表
す
も
の
だ
っ

た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
春
を
い
ち
早
く
伝
え
る
梅
花
を
賞
美
す
る
北

以
降
の
流
行
を
背
景
と
し
て
、
単
に
春
の
使
者
と
し
て
の
梅
花
に
気
づ
い
た
と
い

う
こ
と
が
詠
じ
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
当
に
求
め

る
も
の
は
自
ら
の
近
く
に
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
哲
学
的
な
要
素
が
感
じ
取
ら

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北

以
降
に
顕
著
に
な
る
禅
と
詩
文
の
世
界
と
の
融
合
を
背
景
と
し
て
、
そ
の

哲
学
的
要
素
が
、
禅
に
お
け
る
「
悟
道
」
の
精
神
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、「
悟
道
」
の
「
詩

」
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
尼
」
と
い
う
主
体
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
「
尼
」
が
選
ば
れ
た
理
由
は
分
か
ら

な
い
が
、「
誰
の
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
方
が
都
合
が
よ
い
と
判
断
さ
れ
た
時

に
付
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
尼
」
以
外
に
も
「
戴
益
」
を
は
じ
め
と
し
て

複
数
の
「
作
者
」
が
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
の
四
句
を
「
詩
」
と
し
て
享
受
し
、

収
録
す
る
意
識
が
強
く
な
っ
た
と
き
、「
作
者
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
名
が
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。「

」
に
は
「
作
者
」
は
必
ず
し
も
必
要

な
い
が
、「
詩
文
」
に
は
「
作
者
」
が
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

五
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禅
の
世
界
で
は
、
北

以
降
元
代
中
頃
ま
で
に
、「
拈
華
微
笑
」
が
表
す
悟
り

の
精
神
を
、
ま
だ
寒
い
中
で
自
ら
ほ
こ
ろ
ぶ
「
梅
花
」
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
て
賛

美
す
る
発
想
が
生
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
発
想
に
よ
っ
て
、
尼
の
「
春
」（
悟
り
）

の
発
見
が
尼
の
「
笑
」
み
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
尼
自
身
が
「
梅
花
」
を
「
拈
」
じ
、

そ
の
香
り
に
よ
っ
て
「
春
」（
悟
り
）
の
存
在
を
確
認
す
る
と
い
う
、「
拈
華
微

笑
」
を
意
識
し
た
悟
道
の
世
界
が
四
句
に
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
拈
華
微

笑
」
に
お
け
る
釈

の
「
拈
華
」
と
摩
訶

葉
の
「
微
笑
」
と
い
う
以
心
伝
心
の

悟
道
の
過
程
が
、
尼
自
身
の
中
で
生
じ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
時
、
第
三
句
の
「
帰
来
笑
拈
梅
花
」
と
い
う
頗
る
禅
的
な
味
わ
い
を
持
つ
表

現
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
「
禅
詩
」
と
し
て
定
着
し
た
が
、
す
で
に
多
く
の
作
者
と
詩
題
と
本

文
が
錯
綜
し
た
状
態
で
伝
播
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
と
、
元
来
有
し
て
い
た
口

承
的
性
格
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
も
現
代
に
到
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
無
秩
序
な
増
殖

と
拡
散
を
続
け
て
き
て
い
る
。
日
本
で
「
名
詩
」
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た

戴
益
「
探
春
詩
」、
そ
れ
は
増
殖
し
た
細
胞
の
一
片
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る27

）

。

〔
注
〕

１
）呉
承
学
「
無
名
氏
的
意
味
｜
撲
朔
迷
離
的
『
梅
花
詩
』」（『
中
国
文
化
』
二
〇
一

〇
年
二
期
）。
本
稿
は
こ
の
呉
氏
の
論
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
本
稿
に
お

け
る
呉
氏
の
見
解
に
関
す
る
引
用
は
、
す
べ
て
こ
の
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
。

２
）『
蔡
襄
全
集
』
補
遺
は
未
見
。
Ｆ
の
引
用
は
呉
氏
の
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
。

３
）呉
洪
沢
・
尹
波
編
『

人
年
譜
叢
刊

蔡
襄
年
譜
』（
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇

〇
三
年
）
に
拠
る
。

４
）袁
枚

、
郭
紹
虞
・
羅
根
沢
編
『
中
国
古
典
文
学
理
論
批
評
専
著
選
輯

随
園
詩

話
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）。

５
）本
稿
で
は
「
鞋
」
と
「

」
は
異
体
字
の
関
係
（「

」
は
「
鞋
」
の
本
字
）
と

捉
え
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
は
採
り
上
げ
て
い
な
い
。

６
）揖
斐
高
校
注
『
訳
注
聯
珠
詩
格
』（
岩
波
文
庫
、
平
成
二
〇
年
）「
解
説
」。
日
本

に
お
け
る
『
聯
珠
詩
格
』
の
受
容
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
氏
の
こ
の
「
解

説
」
に
裨
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

７
）足
立
大
進
編
『
禅
林
句
集
』（
岩
波
文
庫
、
平
成
二
一
年
）
田
島
照
久
「
解
説
」。

８
）『
仏
典
入
門
事
典
』（
永
田
文
昌
堂
、
平
成
一
三
年
）
の
安
藤
嘉
則
氏
執
筆
「
首

厳
三
昧
経
」
の
項
目
（
一
四
五
頁
）。

９
）施
麗
瓊
「
禅
理
詩
趣
総
関
情
｜
以
無
名
氏
一
首
悟
道
詩
為
例
」（『
名
作
鑑
賞
╱
詩

詞
研
究
』
七
四
、
二
〇
一
二
年
八
月
）。

10
）岩
城
秀
夫
『
佛
教
大
学
四
条
セ
ン
タ
ー
叢
書
３

漢
詩
美
の
世
界
』（
人
文
書
院
、

平
成
九
年
）。

11
）石
井
修
道
「
拈
華
微
笑
の
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
平
井
俊
榮
博
士
古
稀
記
念

論
集

三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
春
秋
社
、
平
成
一
二
年
）
参
照
。

12
）小
田
美
和
子
「
禅
と
梅
花
｜
『
利
天
下
』
と
『
利
他
』
｜
」（『
古
田
敬
一
教
授
頌

寿
記
念

中
国
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
平
成
九
年
）。
尚
、
小
田
氏
は
論
述
の
中

で
、「『
踏
遍
』
は
一
本
に
『
踏
破
』
に
作
る
」
と
注
し
て
い
る
。

13
）
「
大
紀
天

文
化
網
」h

ttp
s: /
/
w
w
w
.e
p
o
c
h
tim

e
s.c
o
m
/
b
5
/
1
6
/
9
/
2
1
/

n
8321640.h

tm

令
和
元
年
一
一
月
七
日
閲
覧
。

14
）「
毎
日
頭
条
」h

ttp
s: //k

k
n
ew
s.cc /

令
和
元
年
一
一
月
七
日
閲
覧
。

15
）「
七
葉
佛
教
書
舎
」h

ttp
: //b

o
o
k
853.co

m
/sh

o
w
.a
sp
x
?id

＝
319&

cid
＝
66&

p
a
g
e ＝
10

令
和
元
年
一
一
月
七
日
閲
覧
。

16
）田
中
良
昭
「

能
の
生
涯
と
思
想
」（
古
田
紹
欽
・
田
中
良
昭
『
人
物

中
国
の
仏

教

能
』
大
蔵
出
版
、
昭
和
五
七
年
）、
五
〇
頁
。

17
）李
清
『
歴
代
不
知
姓
名
録
』（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

18
）江
盈
科
『
雪

閣
詩
評
』（
陳
広
宏
・
侯
榮
川
編
校
『
明
人
詩
話
要
籍
彙
編
』

旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
第
六
冊
「
詩
評
巻
三
」
所
収
）。

19
）趙
吉
士

、
朱
太
忙
標
点
『
文
学
筆
記
叢
書

寄
園
寄
所
寄
』（
大
達
図
書
供
応
社
、

一
九
三
五
年
）。

20
）趙
翼

、
霍
松
林
・
胡
主
佑
校
点
『
中
国
古
典
文
学
理
論
批
評
専
著
選
輯

北

五
七

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）



詩
話
』（
人
民
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）。

21
）

東
波
「
読
稀
見
漢
籍
『
唐

千
家
聯
珠
詩
格
』
札
記
」（『
古
籍
研
究
』
二
〇
〇

六
・
巻
下
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）。

22
）陳
模

、
鄭
必
俊
校
注
『
懐
古
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
）。

23
）前
掲
注

21
）。

24
）呉
氏
は
、
作
者
は
「
南

人
」
の
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。

25
）范
月
嬌
「
読
黄
山
谷
禅
詩
」（『
密
教
文
化
』
一
五
一
号
、
昭
和
六
〇
年
九
月
）

26
）大
陸
、
日
本
、
朝
鮮
半
島
に
は
、
古
代
か
ら
近
現
代
に
か
け
て
、
処
刑
さ
れ
る
知

識
人
の
最
期
を
語
る
五
言
絶
句
の
「
臨
刑
詩
」
が
複
数
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
「
臨
刑
詩
」
に
も
、
詩
型
と
構
成
と
表
現
に
極
め
て
高
い
類
型
性
を
持
ち
つ
つ
、

詩
句
に
若
干
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
、「
尋
春
不
見
春
」
の
七
言
絶
句
と

共
通
し
た
性
格
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
「
臨
刑
詩
」
が
講
談
を
集
成
し
た
『
水
滸

伝
』
に
引
用
さ
れ
る
の
も
共
通
点
で
あ
る
。「
臨
刑
詩
」
は
、
一
度
創
出
さ
れ
た

「
決
ま
り
文
句
」
と
し
て
の
「
臨
刑
詩
」
が
、
知
識
人
の
死
を
語
る
口
承
文
芸
の

中
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
、
再
生
産
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
極
め
て
高
い
口
承
的

性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
尋
春
不
見
春
」
詩

に
も
、
口

承
世
界
に
お
け
る
発
生
と
再
生
産
と
い
う
、「
臨
刑
詩
」
と
似
た
状
況
を
想
定
し

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
臨
刑
詩
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
伝
承

さ
れ
る
『
臨
刑
詩
』
｜
稗
史
の
想
像
力
｜
」（『
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
研
究

紀
要
』
四
七
号
、
平
成
二
九
年
三
月
）
参
照
。

27
）懐
風
藻
の
現
存
本
文
の
中
で
、
群
書
類
従
所
収
の
本
文
の
み
が
、
亡
名
氏
「
歎
老

詩
」
を
そ
の
巻
末
に
掲
載
し
て
い
る
。
拙
稿
「
群
書
類
従
懐
風
藻
の
後
代
竄
入
詩

｜
亡
名
氏
『
歎
老
詩
』
考
｜
」（『
京
都
語
文
』
二
七
号
、
令
和
元
年
一
一
月
）
に

お
い
て
、
亡
名
氏
「
歎
老
詩
」
が
、
天
和
版
本
の
欠
字
欠
文
を
恣
意
的
に
補
っ
て
、

元
禄
一
三
年
に
編
集
さ
れ
た
「
白
雲
書
庫
本
懐
風
藻
」
に
書
き
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
元
来
は
「

翁
双
鬢
霜

春
日
不
須
消

笑
拈
梅
花
坐

戯
嬉
似
少

年
」
の
四
句
だ
っ
た
が
、
後
に
「
春
日
不
須
消
」
を
「
伶

須
自
怜
」
に
変
え
、

「
山
水
元
無
主

死
生
亦
有
天

心
為
錦
絅
美

身
要
布

纏

城

雖
阻
絶

寒
月
照
無
辺
」
の
六
句
を
付
け
加
え
、
寒
山
詩
的
歎
老
の
世
界
を
描
く
五
言
一
〇

句
に
創
り
変
え
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
本
稿
に
は
、
そ
の
三
句
目

に
置
か
れ
る
「
笑
拈
梅
花
坐
」
の
句
の
成
立
に
「
笑
拈
梅
花
嗅
」
が
関
わ
る
可
能

性
を
視
野
に
入
れ
、「
笑
拈
梅
花
嗅
」
を
含
む
七
言
絶
句
の
流
伝
状
況
に
関
す
る

考
察
を
通
し
て
、
そ
の
伝
承
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
。

山
岸
徳
平
「『
拈
華
微
笑
』
と
『
笑
拈
梅
花
』」（『
山
岸
徳
平
著
作
集

日
本
漢
文

学
研
究
』
有
精
堂
、
昭
和
四
七
年
）
に
お
い
て
、
亡
名
氏
「
歎
老
詩
」
の
「
笑
拈

梅
花
坐
」
句
が
禅
宗
の
公
案
「
拈
華
微
笑
」
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
成
立
す
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
拈
華
微
笑
」
で
「
拈
」
じ
ら
れ
る
の
は

「
蓮
華
」
で
あ
り
、「
梅
花
」
で
は
な
い
。
ま
た
「
笑
拈
梅
花
坐
」
で
は
「
笑
」

っ
た
後
に
「
拈
梅
花
」
の
行
為
が
な
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
拈
華
微
笑
」
で
は

釈

が
「
拈
華
」
し
た
後
に
摩
訶

葉
が
「
破
顔
微
笑
」
す
る
の
で
あ
り
、「
拈
」

と
「
笑
」
の
順
序
が
逆
で
あ
る
。「
笑
拈
梅
花
坐
」
の
成
立
に
「
拈
華
微
笑
」
が

関
係
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
直
接
的
な
影
響
関
係
を
考
え
る
に

は
や
や
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
尋
春
不
見
春
」
の
七
言
絶
句
は
口
承

的
性
格
を
有
し
て
お
り
、
禅
の
悟
り
の
境
地
を
表
す
詩

と
し
て
流
伝
し
た
と
見

ら
れ
、
そ
の
過
程
で
示
さ
れ
る
形
の
一
つ
に
「
笑
拈
梅
花
」
と
い
う
形
を
と
る
も

の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
懐
風
藻
竄
入
詩
句
の
創
作
に
関
わ
っ
た
人
物
の
知
的

基
盤
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。。

〔
付
記
〕本

稿
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
Ｃ
「
勅

三
集
を
中
心
と
し
た
日
本
漢
詩
文
に
関
す

る
文
献
学
的
研
究
」（
一
九
Ｋ
〇
三
四
二
）、
お
よ
び
「
懐
風
藻
の
注
解
に
基
づ
く
上

代
日
本
の
文
筆
活
動
の
研
究
」（
一
九
Ｋ
〇
〇
三
三
一
）
の
助
成
を
受
け
て
行
っ
た

研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
尚
、
呉
承
学
「
無
名
氏
的
意
味
｜
撲
朔
迷
離
的
『
梅

花
詩
』」（『
中
国
文
化
』
二
〇
一
〇
年
二
期
）
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
楽
曲
氏
の
教

示
を
得
た
。
ま
た
、

鳳
儀
『
首

厳
経
宗
通
』
の
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
齊
藤
隆

信
氏
か
ら
教
示
を
受
け
た
。

（
と
さ

と
も
こ

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
四
日
受
理

五
八

「
尋
春
不
見
春
」
詩

流
伝
考
（
土
佐

朋
子
）




